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	 	藝 文研究  第百五号　第二分冊

	 	 ヨーゼフ・フュルンケース教授退任記念論文集
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 1 遊戯衝動とハビトゥス─シラーの美学論によるカント的義務の克服
 香田芳樹

 47 不在と在の二重性  平田栄一朗
 61 人間の言語から物の言語へ─ホーフマンスタール「手紙」再考
 大宮勘一郎
 82 競作、評価、投票─日本の文学賞 メヒティルト・ドゥッペル ＝高山
 104 「見立て」─もう一つの記号論的実践？ ヴァルター・ループレヒター
 129 1983年、あるいは 1995年？─ドイツ・ポップ文学の時代区分について
 マルクス・ヨッホ
 142 E.A.ポーの「黒猫」と P.ツェラーンの「今日と明日」の解釈をめぐる 
   考察 三ッ石祐子
 168 エルンスト・ユンガーの晩年の旅 トーマス・ペーカー
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 202 ニーチェの自己技術─『この人を見よ』について 川島建太郎
 220 1800年頃の声について─E. T. A. ホフマン『黄金の壺』をめぐる考察
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 281 今日のカントとスコラ哲学の関係─新たな評価のための予備的考察
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